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はじめに・・・ 

日頃より、日本障害者スキー連盟の活動に際し、 
スポンサーの皆様には多大なるお力添えをいただき、 
厚く御礼申し上げます。 
これから月に一度を目安に、スキー連盟についてや 
代表選手の活動等を皆様に知っていただけるよう、 
“JPS NEWS” を発信してまいります。 
2018年3月に冬季平昌パラリンピックを控え、 
連盟一同、一丸となってメダル獲得に 
取り組んでおりますので、引き続き、 
皆様のご支援をよろしくお願い申しあげます。 

各チームの「名称」 

パラアルペンチーム        AS-PH 身体に障がいのある選手 
IDアルペンチーム       　 AS-ID  知的障がいのある選手 
パラノルディックチーム   NS-PH 
IDノルディックチーム      NS-ID 
パラスノーボードチーム   SB-PH 
＊今後は上記のような表記で種目別にご案内いたします。 

９月の予定 

AS-PH   
８月２３日～２７日体力測定（JISS） 
８月２８日～９月２２日雪上合宿（チリ） 
SB-PH  
８月２４日～９月８日夏季合宿（海外） 
NS-PH   
８月２８日～３０日陸上合宿（野辺地） 
９月１７日～３０日雪上・陸上合宿（オーストリア） 
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広報チーム 

はじめまして、広報担当してお
ります、森ユキと申します。 

幼少期よりスキーはじめ、 

日本代表アルペンスキーチーム
から、スキー指導のデモンスト
レーターを経験し、出産を機に
引退。現在は、スキーから得た
貴重な経験をより多くの方に広
めたいということと、少しでも
スキー業界へ恩返しがしたく、
このような活動をさせていただ
いております。 

どうぞよろしくお願い致します。

スポンサーサポート 

ご不明な点やご質問等 

ございましたら 

お気軽にお問い合わせ下さい。 

広報担当理事：森 ユキ 

mori@jps-ski.com 

事務局広報担当：菅（すが） 

suga@jps-ski.com 

03-6229-5429 

JPS NEWS 
 ８月の代表選手の活動
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パラノルディックスキーチーム 

ノルディックチームは、7月13日～8月13日まで 
ドイツへ代表合宿へ行っていました。 
屋内スキー場での雪上トレーニング、また、屋外で陸上トレーニングで 
体力と技術の強化を図り、実りある合宿になりました。 
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パラアルペンスキーチーム（個人活動）

　　パラアルペンチームは、 
　　8月前半は代表チーム活動がなかったため、　 
　　選手は各自で陸上トレーニングや 
　　雪上トレーニングに励んでおりました。 

雪上トレーニングはヨーロッパの氷河（オーストリア）や 
南半球のニュージーランドまで雪を求めて。 
また、国内にて、プラスチックでできた雪の感覚に近い 
サマーゲレンデでトレーニングした選手もいます。 
スキー選手は、試合のない”オフ”といわれる春から秋には、 
多様なトレーニングをする必要があり、とても苦しい時期でもあります。 
しかし、この時間に有効なトレーニングをした成果が、結果として冬につながってくるのです。 
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スノーボードチーム（個人活動） 

スノーボード選手は、ウォータージャンプのなどの練習や 
トランポリン、陸上トレーニングに励んでいます。 
取材や撮影等も増え、オフシーズンと言われるこの時期にトレーニングの合間を縫って 
取材等の対応をしている選手が多く見受けられます。 

来期は冬季平昌パラリンピックのため、メディアからの関心が高まってきています。 
パラアスリート選手たちが多く露出され、世の中から関心と期待を寄せられ 
それをエネルギーにして、選手たちには最高なパフォーマンスをしてもらえれば… 
と願ってやみません。
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連盟事務局の様子


